
第
三
節 

産
業
組
合 

一 

奄
美
地
方
に
お
け
る
産
業
組
合
の
設
立 

 

鹿
児
島
県
で
は
、
産
業
組
合
法
発
布
の
明
治
三
十
四
年
、
日
置 

郡
串
木
野
村
に
、
有
限
責
任
串
木
野
水
産
信
用
組
合
が
設
立
さ
れ 

た
の
を
こ
う
矢
と
す
る
。
同
年
大
島
郡
に
は
三
組
合
が
設
立
さ
れ 

た
が
、
年
次
ご
と
の
設
置
数
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。 

産
業
組
合
数
の
推
移 

       

当
時
の
大
島
郡
の
組
合
は
砂
糖
販
売
組
合
で
、
字
別
も
し
く
は
小
組
合
単 

位
に
組
織
さ
れ
て
い
た
。 

       
 

創
立
総
会
の
開
催
。 

明
治
四
十
年
六
月 

 

設
立
認
可
申
請
。 

〃 

〃 
 

七
月 

 

指
令
商
甲
第
一
三
〇
〇
号
に
て
設
立
認
可
。 

〃 

〃 
 

八
月 

 

大
島
区
裁
判
所
に
て
設
立
登
記
。 

明
治
四
十
三
年
一
月 

有
限
責
任
大
島
信
用
販
売
購
買
組
合
定
款 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

変
更
。 

〃 

〃 
 
 

三
月 

変
更
認
可
。
信
用
販
売
事
業
開
始
。 

大
正 

六 

年
七
月 

購
買
事
業
開
始
。 

昭
和 

八 

年
六
月 

大
島
郡
産
業
組
合
連
合
会
を
組
織
。 

昭
和 

十
一
年
三
月 

支
部
独
立
準
備
通
常
総
会
。 

〃 

〃 
 
 

八
月 

臨
時
総
会
に
て
解
散
決
議
。 

昭
和 

十
二
年
二
月 

臨
時
総
代
会
、
産
業
組
合
法
第
七
十
一
条 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
よ
る
解
散
。 

 

二 

大
島
信
用
販
売
購
買
組
合
の
解
散
と 

 
 
 
 
 

産
業
組
合
へ
の
組
織
替
え 

  

(一) 

大
島
信
用
販
売
購
買
組
合
の
解
散 

 

昭
和
三
年
ご
ろ
か
ら
、
大
島
郡
の
産
業
組
合
組
織
を
県
本
土
や 

 

大
正
期
に
入
る
と
、
県
本
土
各
地
に
組
合
が
急
速
に
設
立
さ
れ 

て
、
大
島
郡
の
比
重
は
低
下
し
て
い
く
が
、
初
期
に
お
い
て
こ
の 

よ
う
に
多
数
の
組
合
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
活
動
内
容
や 

質
の
面
に
問
題
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
注
目
す
べ
き
こ
と
が
ら
で 

あ
っ
た
。 

 

明
治
三
十
年
代
に
お
い
て
、
奄
美
地
方
の
産
業
組
合
が
、
こ
の 

よ
う
に
速
や
か
に
設
立
さ
れ
た
わ
け
は
奄
美
の
農
民
が
そ
の
特
産 

品
で
あ
る
黒
糖
の
販
売
過
程
の
合
理
化
を
求
め
た
た
め
で
あ
っ 

た
。 

 

○
大
島
に
お
け
る
産
業
組
合
設
立
の
経
過 

明
治
三
十
七
年
九
月 

 
 

砂
糖
共
同
販
売
計
画
協
議
会
「
島
司
福
山
宏
氏
」 

明
治
三
十
八
年
一
月 

 
 

砂
糖
共
同
販
売
事
業
（
十
五
万
二
千
五
百
九
十
三
斤
） 

明
治
三
十
九
年
十
二
月 

 
 

産
業
組
合
法
に
よ
る
有
限
責
任
大
島
販
売
組
合
設
立
協
議
会 

 
 

の
開
催
。
区
域
は
大
島
郡
一
円
。 

明
治
四
十
年
一
月 

 
 

島
司
富
田
嘉
則
氏
定
款
作
製
。 

明
治
四
十
年
五
月 

      

全
国
並
に
町
村
単
位
の
産
業
組
合
に
改
組
し
よ
う
と
す
る
動
き
が 

始
ま
っ
た
。 

 

今
ま
で
大
島
信
用
販
売
購
買
組
合
長
は
大
島
支
庁
長
が
兼
任
し 

て
い
た
が
、
昭
和
三
年
に
、
森
百
太
郎
氏
が
、
そ
の
専
任
組
合
長 

と
し
て
就
任
し
、
そ
の
計
画
が
具
体
化
し
た
。 

 

そ
の
計
画
は
、
各
村
ま
た
は
各
部
落
に
合
計
で
五
十
以
上
の
産 

業
組
合
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
一
年
七 

月
ま
で
に
設
立
さ
れ
た
組
合
は
三
十
余
に
と
ど
ま
っ
た
。 

 

支
部
独
立
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
町
村
ま
た
は
部
落
ご
と
の
組 

合
を
設
立
し
よ
う
と
い
う
動
き
の
中
か
ら
持
ち
上
が
っ
て
き
た
。 

 

大
島
振
興
計
画
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
支
部
の
独
立
が
決
め 

手
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
七
年
二
月
二
十
五
日
の
通
常
総 

代
会
で
支
部
独
立
と
い
う
政
府
の
方
針
を
了
承
し
た
。 

 

昭
和
八
年
六
月
十
三
日
に
は
、
新
設
の
部
落
組
合
の
事
業
を
遂 

行
す
る
た
め
に
、
大
島
郡
産
業
組
合
連
合
会
が
組
織
さ
れ
た
。 

 

昭
和
十
年
二
月
二
十
日
に
は
、 

 
 

1 

部
落
組
合
を
村
単
位
の
独
立
組
合
へ
加
入
さ
せ
る
。 

 
 

2 

大
島
信
用
販
売
購
買
組
合
の
本
部
は
大
島
郡
産
業
組
合 

 
 
 
 

連
合
会
に
、
支
部
は
独
立
組
合
に
組
織
を
変
更
す
る
。 

と
い
う
方
針
が
決
ま
り
、
昭
和
十
一
年
八
月
二
十
六
日
の
臨
時
総 

年 次 大島郡 鹿児島県 

明治39年 
40年 
41年 
42年 
43年 
44年 

大正1年 
3年 
4年 
9年 
10年 
11年 
12年 
13年 
14年 

昭和1年 
2年 
3年 
4年 
5年 
6年 
7年 
8年 
9年 
10年 
11年 

28 
25 
15 
10 
4 
19 
22 
25 
25 
12 
23 
28 
6 
25 
9 
6 
8 
8 
9 
11 
19 
24 
31 
36 
37 
54 

53 
45 
41 
37 
40 
65 
109 
141 
175 
275 
311 
310 
267 
287 
262 
240 
246 
244 
239 
255 
246 
287 
297 
301 
301 
306 

 

658 659 



会
で
大
島
信
用
販
売
購
買
組
合
は
解
散
し
た
の
で
あ
る
。 

 
(二) 
新
組
織
と
糖
業 

 

郡
連
・
町
村
産
業
組
合
設
立
後
、
組
合
は
さ
と
う
き
び
栽
培
の 

積
極
的
指
導
に
乗
り
出
し
た
。 

 

そ
の
成
果
と
し
て
、
黒
糖
生
産
量
は
著
し
く
増
大
し
た
。
昭
和 

十
二
～
十
三
年
期
に
は
、
二
千
三
百
万
斤
（
約
一
万
三
千
八
百
ト 

ン
）
で
あ
っ
た
産
糖
量
は
、
昭
和
十
三
～
十
四
年
期
に
は
、
三
千 

三
百
万
斤
（
約
一
万
九
千
八
百
ト
ン
）
と
飛
躍
的
に
伸
び
、
明
治 

以
降
の
最
高
を
記
録
し
た
。 

 

そ
の
原
因
は
、
一
つ
に
は
風
害
・
虫
害
等
の
災
害
が
な
か
っ
た 

こ
と
に
も
よ
る
が
、
当
時
の
大
島
支
庁
と
各
村
産
業
組
合
が
、
さ 

と
う
き
び
栽
培
農
民
に
対
し
て
徹
底
し
た
指
導
を
行
っ
た
た
め
で 

あ
る
。
ま
た
、
百
数
十
の
糖
業
小
組
合
を
組
織
し
、
品
質
の
改
善 

に
も
力
を
つ
く
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
奄
美
産
糖
は
沖
縄
産
糖
に
対
し
て
、
量
的
に
は
五 

分
の
一
な
が
ら
、
質
的
に
は
こ
れ
を
凌
駕

り
よ
う
が

す
る
に
い
た
っ
た
。 

す
な
わ
ち
、
今
ま
で
大
島
糖
の
う
ち
上
質
品
は
東
西
糖
（
現
在
の 

瀬
戸
内
町
の
産
糖
）
や
永
良
部
糖
と
さ
れ
て
い
た
が
、
総
体
的
に 

そ
の
品
質
が
向
上
し
た
。 

      

た
の
で
あ
る
。 

三 

産
業
組
合
か
ら
農
業
会
へ
の
組
織
替
え 

 

昭
和
十
八
年
十
一
月
十
九
日
、
県
産
連
と
産
業
組
合
中
央
会
鹿 

児
島
支
会
の
解
散
総
会
が
開
か
れ
た
。 

 

十
二
月
二
十
七
日
、
郡
単
位
以
上
の
農
業
団
体
六
十
を
統
合
し 

て
県
農
業
会
を
結
成
す
る
た
め
、
そ
の
設
立
総
会
が
開
か
れ
た
。 

 

昭
和
十
九
年
一
月
六
日
に
県
農
業
会
経
済
部
に
販
売
・
資
材
・ 

工
業
・
離
島
の
四
課
が
設
け
ら
れ
、
離
島
課
長
は
慶
祐
一
大
島
支 

部
の
鹿
児
島
支
所
長
が
兼
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

こ
こ
で
大
島
郡
の
組
合
も
、
農
業
会
へ
の
組
織
替
え
に
よ
っ
て 

中
央
・
県
の
よ
り
一
層
強
力
な
統
制
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ 

た
。
市
町
村
農
業
会
は
、
昭
和
十
九
年
三
月
末
ま
で
に
結
成
さ
せ 

る
と
い
う
農
林
省
の
方
針
で
、
大
島
郡
各
町
村
の
産
業
組
合
も
農 

業
会
へ
組
織
替
え
さ
れ
た
。 

 

農
業
会
へ
移
行
し
た
た
め
完
全
な
行
政
の
末
端
組
織
と
な
り
、 

自
主
的
組
合
活
動
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。
昭
和 

二
十
年
に
な
る
と
、
空
襲
の
激
化
に
よ
り
多
く
の
農
業
会
施
設
は 

焼
失
す
る
な
ど
の
被
害
を
こ
う
む
っ
た
。 

 

県
営
検
査
が
さ
ら
に
品
質
の
統
一
化
を
図
っ
た
結
果
、
大
島
糖 

の
販
路
は
さ
ら
に
北
海
道
や
東
北
地
方
に
ま
で
拡
大
し
た
。 

 

こ
の
販
路
拡
大
は
、
産
業
組
合
の
共
販
体
制
の
確
立
を
も
伴
っ 

た
た
め
、
産
業
組
合
は
順
調
に
伸
び
、
五
十
一
組
合
・
一
連
合
会 

の
組
織
と
な
り
、
組
合
員
数
は
三
万
四
千
人
を
超
え
、
奄
美
の
ほ 

と
ん
ど
全
農
家
が
そ
の
組
織
に
入
っ
た
。 

 

し
か
し
、戦
時
経
済
の
影
響
が
現
れ
た
昭
和
十
年
代
の
後
半
に
、 

産
糖
量
は
急
減
し
、
昭
和
十
七
～
十
八
年
期
は
六
千
四
百
ト
ン
と 

昭
和
十
三
～
十
四
年
期
の
半
分
以
下
と
な
り
、
昭
和
十
八
～
十
九 

年
期
に
は
さ
ら
に
減
尐
し
て
二
千
七
百
ト
ン
と
な
り
昭
和
十
九
～ 

二
十
年
期
は
七
十
六
ト
ン
と
い
う
壊
滅
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ 

た
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、 

 

○
食
糧
増
産
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
さ
と
う
き
び
栽
培
面
積
が
尐 

 
 

な
く
な
っ
た
こ
と
。 

 

○
労
力
と
生
産
資
材
が
不
足
し
た
こ
と
。 

 

○
公
定
の
黒
糖
価
格
が
安
く
、
農
民
の
生
産
意
欲
が
減
退
し
た 

 
 

こ
と
。 

 

○
そ
の
輸
送
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
。 

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
戦
時
経
済
体
制
の
も
と
で
、 

従
来
か
ら
の
「
さ
と
う
き
び
単
作
栽
培
」
的
構
造
は
崩
れ
て
い
っ 

      

四 

戦
後
農
業
会
の
活
動
状
況 

 

昭
和
二
十
一
年
二
月
二
日
に
奄
美
諸
島
は
日
本
か
ら
分
離
さ 

れ
、
米
国
軍
政
府
の
施
政
下
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、 

農
業
会
も
分
離
さ
れ
、
五
月
二
十
三
日
県
農
業
会
大
島
支
部
は
、 

大
島
中
央
農
業
会
と
名
称
を
変
更
し
た
。 

 

こ
こ
で
も
、
農
業
会
の
戦
時
中
の
活
動
・
官
僚
化
・
自
主
性
の 

喪
失
に
対
す
る
批
判
が
急
速
に
盛
り
上
が
り
、
農
業
団
体
の
民
主 

化
が
強
調
さ
れ
た
の
で
、
日
本
の
改
正
法
に
の
っ
と
り
、
昭
和
二 

十
一
年
七
月
、
二
十
一
単
位
農
業
会
お
よ
び
中
央
農
業
会
が
一
斉 

に
理
事
の
改
選
を
実
施
し
、農
業
会
の
民
主
化
の
推
進
を
図
っ
た
。 

こ
れ
は
、
民
主
的
大
島
再
建
の
諸
改
革
と
呼
応
し
て
な
さ
れ
た
も 

の
で
あ
っ
た
。 

 

当
時
、
農
業
会
の
最
大
の
課
題
は
食
糧
増
産
で
あ
っ
た
。
そ
の 

食
糧
増
産
を
指
導
す
る
技
術
員
を
養
成
す
る
た
め
、
農
業
会
は 

年
々
臨
時
北
部
南
西
諸
島
政
庁
か
ら
補
助
を
受
け
て
い
た
。
こ
の 

補
助
は
、
昭
和
二
十
三
年
度
限
り
と
な
っ
た
が
、
そ
の
と
き
の
技 

術
員
は
、
中
央
会
に
二
十
名
、
各
市
町
村
に
四
～
六
名
ず
つ
で
八 

十
七
名
、
計
百
七
名
に
及
ん
だ
。 

660 661 



 
農
業
会
時
代
の
経
済
事
情
を
み
る
と
、
設
立
後
間
も
な
く
戦
時 

災
害
に
遭
遇
し
、
事
務
所
そ
の
他
の
重
要
施
設
を
喪
失
し
た
と
こ 

ろ
が
多
く
、
そ
の
災
害
額
は
ば
く
大
な
額
に
達
し
た
。 

 

資
材
入
手
困
難
の
た
め
、
容
易
に
復
旧
で
き
な
か
っ
た
の
み
な 

ら
ず
、
戦
時
下
に
お
い
て
職
員
の
更
迭
が
ひ
ん
ぱ
ん
で
事
務
に
た 

ん
の
う
な
者
が
尐
な
く
、
十
分
な
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
。 

 

し
か
も
、
分
離
後
に
お
い
て
運
営
面
で
支
障
を
来
し
た
原
因
の 

一
つ
は
、
鹿
児
島
県
農
業
会
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
関
係
取
り
引 

き
先
に
頂
け
入
れ
た
預
金
、
そ
の
他
の
債
権
五
百
九
十
一
万
円
が 

凍
結
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
き
わ
め
て
困
難
な
状
況
の
中
で
、
黒
糖
の
集
荷
・ 

ガ
リ
オ
ア
資
材
の
取
り
扱
い
等
を
行
っ
て
い
た
。 

 

五 

占
領
下
、
奄
美
地
方
に
お
け
る 

 
 
 
 
 
 
 

農
業
協
同
組
合
の
設
立 

 
 

日
本
本
土
で
は
、
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
、
農
業
協
同
組
合
法 

が
公
布
さ
れ
た
の
で
、奄
美
大
島
で
も
昭
和
二
十
三
年
八
月
以
来
、 

本
法
の
施
行
が
提
唱
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
農
業
会
の
財
産 

凍
結
、
ま
た
は
、
経
営
困
難
に
よ
る
財
務
の
窮
乏
な
ど
の
諸
事
情 

      

地
区
を
対
象
に
、
同
一
組
合
員
を
構
成
員
と
し
て
、
し
か
も
、
事 

務
所
も
同
一
場
所
に
役
員
も
兼
任
す
る
農
業
協
同
組
合
と
信
用
協 

同
組
合
を
設
立
さ
せ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

た
だ
し
、
奄
美
大
島
で
は
、
信
用
協
同
組
合
連
合
会
の
設
立
は 

み
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

信
用
事
業
が
切
り
離
さ
れ
、
資
金
の
導
入
や
、
余
裕
金
の
預
け 

入
れ
は
、
両
組
合
と
も
初
期
は
琉
球
銀
行
の
み
で
あ
っ
た
が
、
昭 

和
二
十
八
年
二
月
か
ら
協
同
組
合
中
央
金
庫
も
加
わ
っ
た
。
農 

協
・
信
用
両
組
合
間
の
直
接
的
な
関
係
が
絶
ら
切
ら
れ
て
い
た
の 

で
、
農
協
は
、
事
業
資
金
が
枯
渇
し
て
、
ほ
と
ん
ど
が
経
営
難
に 

お
ち
い
る
と
い
う
事
態
に
追
い
込
ま
れ
た
。 

 

六 

日
本
復
帰
後
の
奄
美
地
方
に
お
け
る 

 
 
 
 
 
 
 

農
業
協
同
組
合
の
発
足 

 
 

奄
美
群
島
の
日
本
復
帰
に
伴
う
農
林
省
関
係
法
令
の
適
用
の
暫 

定
措
置
に
関
す
る
政
令
に
基
づ
き
、
琉
球
協
同
組
合
法
は
、
昭
和 

二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
で
無
効
と
な
る
の
で
、
従
来
の
農
協 

の
解
散
と
新
農
協
の
設
立
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
下
に 

あ
っ
た
。 

に
は
ば
ま
れ
、
解
散
、
清
算
が
不
可
能
で
あ
る
と
の
見
地
か
ら
、 

容
易
に
実
現
を
み
な
か
っ
た
。 

 

し
か
し
、
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
二
十
日
、
臨
時
北
部
南
西
諸 

島
政
庁
令
第
二
十
三
号
で
農
業
協
同
組
合
法
が
公
布
さ
れ
、
昭
和 

二
十
五
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
法
に 

よ
っ
て
同
年
五
月
、
農
業
会
時
代
の
債
権
・
債
務
を
包
括
継
承
し 

て
、
各
市
町
村
農
業
会
は
そ
れ
ぞ
れ
市
町
村
農
業
協
同
組
合
、
大 

島
中
央
農
業
会
は
、大
島
農
業
協
同
組
合
連
合
会
と
し
て
発
足
し
、 

他
に
部
落
単
位
の
二
組
合
が
新
設
さ
れ
、
一
連
合
会
、
二
十
二
農 

協
と
な
っ
た
。 

 

昭
和
二
十
六
年
五
月
二
十
四
日
琉
球
協
同
組
合
法
が
公
布
さ
れ 

同
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
既
存
の
農
業 

協
同
組
合
は
、
同
年
八
月
二
十
五
日
、
同
連
合
会
は
九
月
二
十
九 

日
同
法
の
下
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

た
だ
し
、
琉
球
農
業
協
同
組
合
連
合
会
へ
の
加
入
は
遅
れ
て
、 

大
島
農
協
連
ほ
か
二
十
農
協
は
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
二
十
三 

日
、
加
入
し
た
が
、
名
瀬
市
農
協
ほ
か
一
部
農
協
（
与
路
・
住
用 

村
・
鹿
浦
）
な
ど
は
未
加
入
の
ま
ま
復
帰
を
迎
え
た
。 

 

琉
球
協
同
組
合
法
の
特
徴
は
、
従
来
の
四
種
事
業
中
、
信
用
事 

業
の
経
営
を
認
め
ず
、
信
用
事
業
を
切
り
離
し
て
、
別
個
に
同
一 

       

だ
が
、
当
時
の
農
協
は
機
能
停
頓と

ん

状
態
で
あ
り
、
農
民
も
ま
た 

農
協
か
ら
遊
離
し
て
い
る
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
の
で
、
新 

農
協
の
設
立
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。 

 

七 

日
本
農
業
協
同
組
合
法
に
よ
る 
 
 
 
 
 

和
泊
町
農
業
協
同
組
合
の
設
立 

 
 

昭
和
二
十
九
年
六
月
十
三
日
、
和
泊
町
農
業
協
同
組
合
創
立
総 

会
が
、
和
泊
小
学
校
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
設
立
同
意
者 

総
数
は
七
百
八
十
八
名
で
出
席
者
数
は
五
百
八
十
三
名
で
あ
っ 

た
。 

 

設
立
発
起
人
代
表
永
吉
実
定
氏
が
登
壇
し
、
琉
球
農
協
法
か
ら 

日
本
農
協
法
へ
の
組
織
替
え
の
た
め
、
四
月
十
六
日
発
起
人
会
の 

開
催
・
五
月
五
日
設
立
準
備
会
の
開
催
等
経
過
報
告
を
行
い
、
伊 

勢
福
英
氏
が
発
起
人
を
代
表
し
て
、永
吉
実
定
氏
を
議
長
に
推
し
、 

徳
田
前
安
氏
が
賛
成
を
表
明
、
拍
手
多
数
で
決
定
し
た
。 

 

議
事
録
署
名
者
に
松
尾
璞
元
・
山
下
兼
二
の
両
氏
を
指
名
同
意 

を
得
た
。 

 

第
一
号
議
案
・
定
款
承
認
の
件
そ
の
他
を
審
議
し
た
後
役
員
選 

挙
を
行
う
。
投
票
管
理
者 

有
川
定
明 

662 663 



 
投
票
立
会
人 

福
山
清
寛
・
島
義
智
・
松
尾
璞
元 

理
事 

柳
元
則
・
安
田
前
間
・
新
村
宮
甫
・
永
吉
実
定
・
皆
吉 

 
 
 

平
・
大
江
吉
順
・
柏
誠
之
助
・
伊
集
院
周
國
・
福
島
清
英 

監
事 

伊
集
院
武
一
・
平
新
利
・
竹 

玉
江
川 

  

※ 

昭
和
二
十
九
年
度
第
一
回
臨
時
総
会
の
開
催 

 

昭
和
二
十
九
年
六
月
十
三
日
役
員
選
挙
後
の
互
選
会
で
、
伊
集 

院
周
國
氏
が
組
合
長
に
互
選
さ
れ
た
が
、
七
月
一
日
付
で
辞
任
し 

た
。
繰
り
上
げ
当
選
の
山
下
兼
二
氏
が
組
合
長
に
選
任
さ
れ
た
が 

十
月
十
九
日
付
け
で
辞
退
届
提
出
、
十
月
二
十
二
日
役
員
会
で
そ 

れ
を
承
認
し
た
。 

 

事
業
計
画
推
進
等
で
続
い
て
四
名
が
辞
任
、
残
る
四
名
の
理
事 

も
辞
任
し
た
。
理
事
総
辞
退
に
な
っ
た
た
め
、
定
款
に
基
づ
き
（
監 

事
会
招
集
）
総
会
を
招
集
し
た
。
代
表
監
事
平
新
利
氏
が
開
会
の 

挨
拶
を
述
べ
、
議
長
に
西
義
興
氏
を
選
任
し
た
。 

 

事
業
推
進
計
画
の
承
認
と
選
挙
の
件
を
上
提
し
た
。 

 

選
挙
管
理
者 

有
川
定
明 

 

選
挙
立
会
人 

中
田
実
隆
・
種
子
田
三
千
世
・
末
川
白
秋 

 

理
事
に
永
吉
実
定
・
柳
元
則
・
永
山
島
宜
志
・
安
田
前
間
・
大 

 
 
 
 

栄
奥
島
・
川
村
安
盛
・
伊
地
知
季
良
・
島
義
智
・
市
来 

      

        

 

参
考
資
料 

鹿
児
島
県
農
業
協
同
組
合
史 

 
 
 
 
 
 
 
 

産
業
組
合
創
立
二
十
五
周
年
記
念
誌 

         

 
 
 
 

哲
次
郎
の
各
氏
を
選
任
し
た
。 

 

理
事
会
に
お
け
る
互
選
の
結
果
、
満
場
一
致
で
島
義
智
氏
が
組 

合
長
理
事
に
推
さ
れ
た
。 

 

監
事
は
伊
集
院
武
一
・
平
新
利
・
竹 

玉
江
川
の
三
氏
が
そ
れ 

ぞ
れ
再
任
さ
れ
た
。 

  

そ
の
後
昭
和
三
十
三
年
度
以
降
再
建
整
備
等
重
要
案
件
の
処
理 

を
終
え
、
現
在
の
和
泊
町
農
協
に
至
っ
て
い
る
が
、
昭
和
五
十
九 

年
度
発
行
の
「
三
十
年
の
あ
ゆ
み
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
割 

愛
す
る
。 

 

昭
和
六
十
年
五
月
二
十
七
日
改
選
さ
れ
た
役
員
は
次
の
と
お
り 

で
あ
る
。 

 

組
合
長
理
事 

速
水
朝
重 

 

理 
 
 

事 

池
村
清
秀
・
山
下
純
利
・
川
間
元
生
・
東
一 

 
 
 
 
 
 

吉
・
玉
井
浦
秀
・
山
下
祐
孝
・
中
原
恒
美
・
和
田 

 
 
 
 
 
 

季
盛 

 
監 

 
 

事 

橋
口
俊
彦
・
中
屋
一
吉
・
橋
口
豊
仁 

     

 

 
 
 
 

発
起
人
代
表
者 

永 

吉 

実 

定 

昭
和
二
九
年
六
月
一
四
日
附
申
請
の
あ
っ
た 

和
泊
町
農
業
協
同
組
合
の
設
立
の
件
は 

農
業
協
同
組
合
法
第
六
十
條
に
よ
り
認
可
す
る 

昭
和
二
九
年
七
月
二
日 

 
 
 
 

鹿
児
島
県
知
事 

重 

成 
 
 

格 

指
令
二
九
農
政
第
三
七
号
の
九 

 
 
 
 
 
 
 
 

和
泊
町
農
業
協
同
組
合 

664 665 


